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城下町が町人等の集住を促すためにとった施策である。城下町の整備とその拡大の事実
は、決して都市的機能が城下町に一元的に吸収されたことを示すのではなく、契約による
新都市の建設と武家の間で分有されていた権力の淘汰を意味する。中世から 18 世紀前期
の近世に至る約 120 年間の経済の発展は、城下町のみに吸収されたのではなく、既存の都
市的機能を有する他の集落にも吸収され、また新たな都市的集落の発達を促したと考える
べきである。 
次に、都市農村両方において、中世末から近世期にかけて、イエ･ムラを母体にして、
人々は、安定的再生産のための装置を構築した。有賀喜左衛門の提唱した修正同族理論の
意義は、この点にある。しかし、実態分析はいまだに不十分で、解明が俟たれている。有
賀理論は、家だけでなく日本の社会組織の再生産機構としても評価できるが、特に、中世
末から近代前期までの長期にわたる農村社会変動への適応機構としての同族の意義を挙
げたい。 
有賀の同族理論以外にも、第二社会地区のムラの 3 タイプ：標準型・煙村山型・須恵村
型、在郷町や小中心を対象にした盛衰と生産や流通上の意義、村の産業･製造業と社会的
分業、あるいは、大庄屋制・組合村などの中間支配機構の整備と実質地域化などが、地域
社会の維持と再生産を考える上で重要である。 
中世末から近世初頭の土豪・豪農の直接的な活動、近世・近代前期を通じての彼らの知
的水準や道徳的規範の高さおよびもろもろの指導力によるムラや広域地域社会のソー
シャルキャピタルの向上、江戸中期以降には、同じく旧土豪・豪農が知的能力により教育・
出版等の文化面および行政機構上の役割を拡大させて法･政治制度面での農民の地位向上
に資するとともに、近世地域社会において共有される社会規範の創出を実現した。一方で、
経済面においても、第二三次産業面での経済活動の都市農村両方における起業の活性化な
ど、活発な村落像を措定できる可能性が高い。また共同体論に関しても、ソブールの考え
に基づいて、商品生産の拡大は多くの場合プラスに作用して共同体の結合が長く保たれた
と考えるべきである。 
上に述べた考え方の重要性を、諸研究の対比的整理の中で示し、今後の研究目的、視角
および検討すべき事象や史料などに関する見通しを述べた。 
なお、本研究会は、社会科学研究所特別研究助成「アクショングループと地域主義―日
本とヨーロッパの比較考察―」との共催として行われた。 
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